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る (MMM;Micro-to･MacroMagnifcation)により生ずる｡ しかし､MMM は ｢QM が巨
視的レグェルに於いても妥当である｣との仮定に基づく｡この仮定を実証的に点検 しよう､
とい う由点から､･MQP研究のプログラムとして提唱されたのがLeggett構想 (LP;Leggett

































































































































































































のあるのは､｢MR対実験対 QM｣である｡この付き合わせを､QM とMRが矛盾する (つ



















































































































































噂 " --2(cose･去)2･ 芸
(A:2QM)max-(K:2QM)o=2T/3-3/2･
これはLG第4不等式と矛盾する｡従ってQM対 MRに黒白が付けられる｡これに対し､






















































































後 50年特集 人物往来 湯川秀樹｣という､佐藤文隆 ･湯川スミ両氏の散話を衰えた番組
があった｡｢外国の真似は駄目､独創的に考えよ｣という湯川さんの生め声が聞こえた｡｢外
国｣という青葉を ｢他の研究者｣と置き換えれば普遍的に妥当な言葉であり､上記の筆者の
話などは独創性のかけらもないと叱斉される事必定である｡しかし湯川さんも一方では ｢二
十世紀に入ってから急速に進歩した学問 - の上げ潮の中で､自分の好きなことを自分の好
きな流儀でやって来た - 明日進むべき道をさがし出すために､時々､昨日まで歩いてきた
あとを､ふ り返って見ることも必要なのである｡｣【Yukawa】とも仰有っている｡潮の流れ自
体を創 り出すことは到底凡人のなし得るところではないが､この 15年間のMQP研究の潮
流を振 り返ってみたヾということに何らかの意義があれば幸いである｡
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